
 

 

 

 

 

アース製薬と大阪大学、アニコムが共同研究を開始 
ペットの歯周病予防、口腔内環境改善から健康寿命延伸へ 

 

アース製薬株式会社（本社：東京都千代田区、社長：川端克宜、以下 「アース製薬」）は、国立大学法

人大阪大学（総長：西尾章治郎、以下「大阪大学」）、ペット保険シェア No.1※のアニコム損害保険株式会

社（代表取締役：野田真吾、以下「アニコム損保」）およびアニコム先進医療研究所株式会社（代表取締

役社長：河本光祐、以下「アニコム先進医療」）と、「MA-TTM（Matching Transformation System®）

の技術を利用した要時生成型亜塩素酸イオン®水溶液」を用いたペットの歯周病予防や口腔内環境改善をはじ

めとする健康維持・増進を目的とした共同研究を行うことに合意しました。当社の役割としては MA-T に関する情

報提供および研究用の製剤供給になります。 

※シェアは、各社の 2022 年の契約件数から算出。出典：(株)富士経済発行「2023 年ペット関連市場マーケティング総覧」調査 

 

■MA-TTMとは 

MA-TTM とは、亜塩素酸イオンから必要時に、必要量の活性種（水性ラジカル）を生成させ、流行性ウイルスを

はじめとするウイルスの不活化、種々の菌（細菌）の除菌を可能にするものです。また感染制御分野だけでなく、

医療・新薬開発分野、農業・林業分野、エネルギー分野など、幅広く応用が期待されている技術です。 

 

■MA-TTMをペットの口腔内ケアに応用することで期待される効果 

 

既に人の口腔内ケアにおいて MA-TTM 含有ジェルの効果が確認されていますが、MA-TTM 製剤をペットの口腔内

ケアに応用することで、口腔内環境の改善はもとより、歯周病予防、延いては歯周病と強く関連のある多くの疾患

の発症予防等についても期待しています。 アニコム損保の分析によると、歯周病に罹患している犬は、健康な犬

に比べると、翌年全ての傷病の罹患率が 1.4 倍になることがわかりました。 

すなわち「歯周病は万病のもと」であるということが、統計的にも明らかになっていると考えています。 
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※出典：アニコム損害保険(株) 

犬全品種（0～18 歳の犬）を対象に、基準日前後の保険金支払い状況から推計。 

歯周病の定義…歯周病、歯肉炎、歯槽膿漏、歯根膿瘍、根尖膿瘍（乳歯遺残起因

によるもの含む） 



 

 

 

■共同研究の概要 

本共同研究では、以下のような研究内容を想定しています。 

ペットの口腔内細菌叢のデータ収集と歯周病との関連性の解明および MA-TTMを利用した予防・治療方法の開発 

・正常なペットと歯周病等の口腔内疾患のあるペットの細菌叢の違いの検証 

・口腔内疾患を有するペットへの MA-TTM 利用による口腔内細菌叢の正常化に与える影響 

・口腔内疾患の予防および治療方法の確立 

また、ペットの口腔内ケアがその他疾患（全身の症状含む）へ与える影響についても分析していきます。 

 

本共同研究を通じて、ペットの歯周病予防や口腔内環境改善を行うことで、ペットの健康寿命の延伸を目指して

まいります。 

 

■MA-TTMの社会実装 

アース製薬では、⽇本発の⾰新的酸化制御技術 MA-T™を 2021 年から⽇本 MA-T 工業会を設立し加盟企

業を中心に社会実装を進めております。除菌消臭・医療・⾷品衛生・農業・表⾯酸化・エネルギーなど幅広い分

野で応用が可能です。現在、除菌消臭分野においては MA-TTM 技術を利用した商品は航空会社をはじめ病

院・歯科医院・介護施設・⾃治体・プロ野球球団・劇団・遊園地・ホテル・ゴルフ場などで活用が開始されていま

す。近年、人でも注目度が高まっている“口腔内環境”と健康の関係性について、今回の共同研究においてますま

す解明が進み、感染症トータルケアカンパニーとして、人々の健康維持・増進を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ窓口】 

報道関係の方 ： アース製薬株式会社 広報室                          03-5207-7453 

お   客   様 ： アース製薬株式会社 お客様からお気づきを頂く窓口            0120-81-6456
ﾑ ｼ ｺ ﾛ ﾘ

 

 


